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プロデュース大作戦

Aグループ

奥平洋夢 渡久山海理

(法文学部4年次) (法文学部4年次)

大城汰熙 西銘朝也

(法文学部1年次) (理学部1年次)

発表の流れ ➀対象地域

宮古島市城辺友利地区

友利地区
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➁友利地区の特徴と現状

良い部分・強み

・人が親切

・なりやまあやぐ

・綺麗な海がある（イㇺギャー）

・エコハウスがある

課題
•人口減少・若者離れ

•人が集まれる場所が少ない

•学校が廃校になる

•空き家の活用が十分に出来ていない

•小さな拠点がない

➂島根県奥出雲町視察を通して
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島根県奥出雲町



2017/3/15

4

➃目的・志

田舎だけど「賑やかな」友利地区
～みんなが集まり、地元が元気な地域～

➄提案
その１：宮古島６大建造物巡りとエコハウス・空き家の活用

～友利地区と観光客が繋がる新企画～

その２：空き学校を活用したスポーツ合宿

その３：市街地へ行きやすくするバス利用

その４：なりやまあやぐ体験

その５：友利イベントの開催

提案その１

宮古島６大建造物巡りと
エコハウス・空き家の活用
～友利地区と観光客が繋がる新企画～

目的

宮古島を訪れる観光客の多くが友利地区
を訪れ、地元民と繋がり、地域がより一層
賑やかになるような仕組みを作り上げる。
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まず初めに、

宮古島５大建造物の紹介

➊カママ嶺のシーサー

➋伊良部のサシバ展望台 ❸来間島のタコ
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❹サニツ浜（下地）の宮古馬 ❺東平安名崎の灯台

宮古島ならではの建造物を巡るだけでも

十分楽しめるが…

ただ見るだけでは

より楽しい建造物巡りを提供でき、
人々が繋がれば観光客も地元民も充実

そこで、

観光客を対象とした宮古島６大建造物
スタンプラリー(冒険)を提案

既に挙げた５つの建造物に加え、６つ目のご当地巨
大建造物を友利に設置し、人々の交流の場を作る
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例えば…

奥平洋夢1

交流の場として友利のエコハウス・
空き家を利用する

スタンプラリーの最終地点を友利
に設置し、冒険を終えた人たちを
エコハウスや空き家を利用したカ
フェ・居酒屋等でもてなす。

スタンプラリーをクリアした参加者
には、友利のエコハウスやカフェ、
売店、食堂で利用できるサービス
券等を して友利地区をよ
り楽しんでもらう。



スライド 25

奥平洋夢1 奥平洋夢, 2017/03/14
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そのためには、

地元民同士や地元民と観光客の交流
が盛んな「小さな拠点」が必要であり、
エコハウスや空き家、空き学校をより
多様に活用する必要がある。

みんなが集まるためのエコハウス・空き家
の活用方法

•カフェ

•地元の特産品やお土産を販売している売店

•宿泊もできる居酒屋(エコハウスやその周辺)

提案その２
「砂川中学校を合宿所として利用」

•砂川中学校を部活の合宿を行う団体に利用してもら
う。

二階以降を合宿所にし、一階で商店を経営する
→地元住民の利用＋外からの利益

方針＝基本的にペンションの様な活用をする。
→料理は、宿泊者が自分たちで行う（調理室を利用）

メリット・デメリット

・デメリット
①建物が大きいので管理が大変（掃除、改装など）

メリット
①冬季の温度が高い
②近くに繁華街がなく、引率がしやすい
③建物の規模が大きいので団体が利用しやすい
④学校の施設を利用できる
（プール、シャワー、調理室、体育館、バレーネット、バスケリング）
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提案その3
「市街地へ行きやすくするバス利用」

提案その４：なりやまあやぐ体験
☆「なりやまあやぐまつり」に出場することを目標とするとともに、演奏
できるようになる技術だけではなく、「なりやまあやぐ」の歴史や成り立
ちについて学ぶ長期的な体験。

◎「なりやまあやぐ」の歴史をまなぶ。

（例：成り立ち。琉歌との違い。なりやまあやぐの歌詞の意味と、歌そ
のものがもつ意味。など）

◎練習をする。

（友利地区の方々に協力していただき、三線教室を開いてもらい、な
りやまあやぐの練習をする。）

◎「なりやまあやぐまつり」に出場する。

提案その５
「友利イベントの開催」

友利地区には、なりやまあやぐという大きな祭りがある。

→他にも小さなイベントを開催していくのはどうだろうか？

例 飛び込み大会
サトウキビの早向き
なりやまあやぐのアレンジ大会

（ジャズ風やギターを主役にした演奏）
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➅提案を実現・持続するための仕組み

・・・以上のような提案を実現し、また持続させるためには、

人材 仕組みと

が、必要！！

必要な人材とは

◎地区の方々がおこなう、地域おこしを手伝ってくれ
る人材。

◎地域おこしの活動自体の中心となり、宣伝活動やイ
ベントなどの提案をしたりして、地域おこしを活性化さ
せる。

（例：ふるさと島根定住財団）

地域の方々

必要な人材

お手伝い

活動のメイン

外部への宣伝など、
手伝ってほしい！

地域おこしのお手伝い
をします！

必要な仕組みとは
地域おこしを継続するためには・・・

その地域の方々の理解を得ることが大切！

地域の方々が活動したことで得られた成果を、

目に見えるようにする。

例えば…成果報告会。フリーペーパーを作って配布。
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➆まとめ

友利地区の課題を解決し理想を実現す
るためには、

具体的な案とそれを実現・維持するため
のしくみが必要。

なにか新しいことをするのは大変…

でも、取り組んだ分だけ、それ以上の、

楽しさや喜び（リターン）がある。

地域の人々が、みんなが、
楽しんで活動することが大事！

終わり
※ご清聴ありがとうございました※


